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児童 の 地誌的定位に 関す る発達的研究

中 嵐 み 　ゆ　 き
＊

　Piaget ⊥956）の 風万 M 県題
一
／ ， 同 じ 2 つ の 嵐重蛎∫直 と

人 形 の うち，一
方 の ユ景 揚面 の 中、こ 人形 を配 、iし，他方

の 風尸 吻 肩 を i8〔｝
°
li　11

．
後，1コ缶翳緬 の ど こ でこ もう ］つ の

人形 を置U ば，「1転 され ない 揚面 の 入 ル と1，fJじ11 に な

る か を予 訓 させ ○ 此 眞で あ る。彼 は，こ の よ うに
一．・

疋 の

領墳内の 対 象 を心 广ト  二表 象 し定位 させ る 地詰的定位課虐

で，7 減 まで の 子 と b が旧菰 され な い 風从 に と らわ れ ，

lr転 さP．　．，こ場 llalで も さ　a・「しな い F 面 と同 じ位置に 人 形 頒 ：

い ∴二 り， ，，Jv4 内の 対象 に人形 を接觚 させ ）a 　／J す る こ と を

見 h した 。そ して こ の 疵 象 を，回転に伴な り 芝化 を無 視

した iり，匹 標系 （8ys 忙 m 　de　 co   rdonn6es ） を 用 い た り

す る の が 口蟾なた ゐ で あ る と説 明 した 。

　そ の 後，迫跡男究で 1）多少 の 午節の ず れ （Towler，

エ970）や，2）人形 の 地 点の 差 噛 こ よ る定位 の ，弓 《 Lau−

rendeau ，　 Pin’ard ，1970 ； 〉ノk 工971）が指摘され i
’
が，

些本的 に は Piaget の 澁果 の 孫課 に と ど ま っ て い る。

　
一・一・JEf，　 1三誌 的定 f、

1
：の 発 赴 」 肌 こ関す る 研究＼ 1よ，1眉 ・

系の 形威 ；「1車 自 ル，1974）が 行 わ れ，こ ガ，孜尓効果 は

あまり見 1  さわな ／、“っ た 。

　以．｝こ辻 べ ，一讃砒究で は ，対象 の 仁「閏係 をあ らわ す

の に 泅　　1が 必 妄で あ る と贔述 され て い る に もか か わ ら

ず ， 圧 停 勧 聡 の よ うなもの か 明沌 されな冫丿 っ た り，「座

、．｛1系 亅の 用 は が 1
．
座手系を用 い る こ とがて き ない の で 人

ヲワと正 し （定位で き な い c 」 の よ うに，眼題解沃で き な

い こ との トートロ ジーと して用 い られ た 9 して い る （Pi−

aget ，19〔，5 ；Towler ，1970 ；Laurendeau ，
　Pinard，1970）。

　 本妍究で は ， 座怺系の 概念で 地誌的定 1．の 発達過 レ L を

説明す る，tb ，子 と も 自身 が 刻 象 の 在 ［
「A 係を表 わす と

い う活轟JIこ注 冖 し，子 ど もが ズ 際 に 行 っ て い る一連の 行

為の 中で，「丿＿悸系 を構戊す る こ と」 の 内塔 を；記明 す る

必 llが あ・と考 え，　 Jgt」系 （り1W 系
＊＊

） を次の よ うに 定

　 ＊　 弔 f　 プ丶 声

　 ＊＊ 　丿⊥ 小系 一 　 　系 ）匡 z丿1」、  　自鯨 科 皆 P｛f で
一「

　 ．

　 　 イ」 わ れ て い る と ナ
’
りセ 従 っに 。此

t 系
『
，カ L な ど

　　 入
一’「

J
’・

丿　 俸を 川 ．t て，刈 一a 　rl♂冫．．！！iat
．
　　

・角

　 　 肢 な ど曳 メ ト リ ッ ク に ノ D す i 督
〆1

二
．
観，丿lf ‘系 は ，

　　 人 の 1本 x ど
F：

4ノ の 基 準 ！1 　 用 い て ，伽 俵 や ノ 右 プ。、ど
　 　 で メ 1 リ ッ ク に 八 わ さ ，∫ い k 今

『
ご あ di 。

義 した 。

　Jve 径　　い くつ か の 対象 の うち 1 つ を墓準点 に し て

他の メ∫象 との 開係が基碓方肉 で あ らわ され る よ うな祁 対

的関係系を基準系 とす る。す な わ セ培準系の 柄成麦素 は

基 4士点 と尹準方回 で あ る t、 薗準系 を橘成す る と は，あ る

対 象 を 訟 乍点 に し他 の 対 象 との イ†
』
厂
1
関係 を，一．次 元 的 ま

た はゴ 次元 的に 茅 孕ノゴ向 （コ トバ ・、才 ぶ り 功 1γ「 ご用 い て

「Ilf，　 こ」
．
t
）
「右，左」　」： た ＿ 「前，後 　イ1，プ 」 な ど）

で 表 わ す こ とで あ る 。

　以上 の 矯 蔀 　づ き，ど の よ ）に子 ど もが任え、こ基準

系 と構成 し地誌白《．定位 を行 うの か を実験 1，1［で 発達雨

、こ
．
♪討す る 。

寞　験　亙

陣 じJ爪 ［
『
軌 地 「1，！．的 定位 に 及 ぼ す 手が か りの 効果

　従末の り」
』
究 （Laurendeau ，　Pinard，1970 ；」「

」
［
一，1970 ）

で は，入 形 が i
”’
iかれ ｝

”
　［LF点 の

瓦 異に よ っ て 位置 の 疋 位 が

異 な っ て レ に 。ま た 2 つ の 風尓 場面 と も口転 されな い 乗

件〔Towicr ，1970 ；Laurendeau，　 Pinard，1970）で ：よ ，

す で に，｛，7 ，8 歳児f）
’
JLIIb／tttSO％以．11tで 左 右 と前後の

二 欠元を同時 1乙零説：：し ， 対象 （お ば じ きや 人 形 ）の 位置

の 定位が で きた 。しか し，2 っ の うち
一

方 の 風景翊面が

「「
．
lt云され 　禾件て ，）匪1，ハさ2しなレ丶↓卸 面 iこ と らわ 埋L，定寛匸

が で きな か っ i ： 。

　 と こ ろ が こ れ ら従来の 研究は，地点 の
フ丁異や 夙邪 ド

可

の L1転の 有無 に 上 る，短 位 の 差異 を指摘 して も，こ れ ら

の 嵐異 をlr転 ｝．fl
’
な うJV，IL．系 の ：1亅情成 と閉迄づ けて

一
ltlM

しな か っ γ 。

　そ こ で，前述 ／、た 基準系 の 定画・壕 づ き， 塞準系 の 構

成 の 観点か らこ れ ら定位 の ノ
：課 を凶：検討す る と次 の こ と

が 示 唆 され る 。人 形 の ま わ りの 対 象の 吋に は，子 ど もの

in こを 引きやす い た め基準点 に魁ば れやすい対象が ある 。

季 面 ヵ 口 L瞭 れ る条｛i：で は，任 意 に 2 つ 以 上 の 対 象 をム

銅 r二に す る と，まず回 転 され な い 揚 面 で の 刻象 と人 形の

位置を二 次元 的に 基准方向で 表わす こ と （rノ ノlC ．〉 、の

tl　 ：，
× X の う し ろ に あ る 」 な ど），す な わ ち二 次元的
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な 基 準 系 の 儒 成 ガ行 い や す くな り，次 に回 転 され た易面

で の 刈 象の 位置や向き 1こ円す る変化が把鑑 されや す くな

る J／二め ， ［転 後の 二 欠元的 な基牽系 の 再1冓成 が行 い やす

くな り定位が 促進 され る と 考 え られ る 。

　と こ ろ で こ れ ら従来の 研究か らは，子 ど もが井 準 『に

選 び うる 対一乗が多款ある た め，実際 に どん ’よ対象 を基準

点 に と り，ど ん な種類 の 地誌的定位が どれ だ け促進 され

た の か 剛らか で は ない 。

　す研究で ば ， 地誌的定位の ］三が か りと して 鼠準点 に使

用 し うる 対象 の 数が昊 な る 夫蛮尉 健 設定 し，次の 作業

仮説を灰 討す る。

　作業仮説　　手 が か りと次 り うる 対象ガ イ∫在す る と，1虱

景場面 の 回転条件で は，凵，云 さS’L；
1v

　，・面 と され な い 痂面

で の ，対象 の 仕置や向きの 変化 左撹   しや す い た め，そ

の 対象 を基準点 に し，日転 され た勧川 で の 二 次元的 な 其

準系の 再構成 が容 舅に な り，人形 の 定位 が促進 され る だ

ろ う。

　具体的 に は，こ の よ うな手 力 か りの 効果 が手 が か り数

の 増加 に 伴 な い ， 定位の 種爼 ＼ 地点 ， 禦聆 に よ っ て どの

よ うに 異 な る の ンニ丶を明 らか に す る 。

方 法

　被験児 小 学 1年 （6 ：6〜7 ： 8，平
．
ノ7 ： 1）と 2 年 （7

：6〜8 ：7， 　i
『JtJ　8 ： 0），　3 ／．f．（8 ： 7〜9 ； 7

， 　”ii’上り 9 ： 2），

4 年 （9 ：6−i ユ0 ； 7， 1
．
J−j 工0 ：0），各54名，詐216名 で あ

・
つ iこ e

　実験 1、馬文習 と木。 弋行 とに分？」 れ て い た 。

　練習試 行 で の 使用 材料 と 課題

　 a）　入形 をil験者用 と被∬
例 「「

扇 ，二 2 つ ．　 b）　カ
ー

テ ン ，

木枠に 黒い 布が 張 られ て い る 。

　c） 練習 試行 　 ボーiレ 紙の 円板 値 ・Ocm ）を 2 枚。

」1板には 茶色 の 円が描 か れ て い る 。

　本試行で の 使用材料 と課題　 秉9 で 用 い た 人形 とカ
ー

テ ン の 他，新 た に 次の 材料・を加 え た 。a ）
1cm

間隔 1こ 口

盛 をう っ ｝こ棒を 2 本 。
b＞　日溢 の ない 弘一1？Foc）　赤 い

魘根 の 家 、蕈L の ジと三 角証状の ！i根 をもっ 。 d）　丿
：

∫ヒ

・
色の 星根 の 家 。日色 の 窓 と平 而 状 の 圧 根 を もつ 。

　 e ）
广
課題 τ　 ボー

ル 紙 の 円板 （直径 60cm ）を 2 枚。

肯色 で 川 が，茶色 で 道 が描 か れ 〈一つ の 象限 に 区YJら れ

て い る 。 地 図 A は 固定 され に カ，jLi図 B は 回転 さ れ た

（FIG ．1f 「、、）。

　 f＞　 果題 ］⊥
一 一

梨題 ⊥の ．「ヒ 赤い 家の 手 が 丿 り L 配 巨

し た 。

　g）　 果題 Ui．　 一
課迂 丘の 上 に黄緑｛ユの 家 の 手 がか りを

加 え た。

　 　 　 　 rnap 　A 　　　　S 〔／reen 　　 ITI三11：
一
｝　　 m 〔11 。urc

　 　 　 　 　 　 　 FIG ，1　 Task 　I

　 　Schema 亡ic　draw 孟ng 　 of　 unroated 　landscape．

　　 1 〜坪 ：quadrant 　forrned　by　the　in亡erse （二tien

　 　 　 　 　 of 　 u 　road 　 and 　 a 　strean ユ，
　 　 　 　 S ： strcam ，

　　　 w ： way ．

††　Subject　is　limitted　to　 move 　 at 　his　 own 　 side ．

　　 」直凶 A 、［二の 家の 手 が か

　　りや ノv形の i血点 と，さ ら

FIG ．2　The 　relations

　 bet圦 7een 　cues 　and 　a

　doll　　as 　to　posiUon
　 and 　 direction
÷
　↑」．： The 　point　 number

　 and 　gaZe 　direction　of

　 adoll ，
R辷王　red 　house，
GH ：yellow −green 　hou−

　 se．

に そ れ らの 向 き と を示 し

た （FIG ，2 ＃，　li　’V 。

　手続　a ）練習砥行
一．

位置と向き と に注 目 し，

人形 を借
「
ける よ うにす る

た め行 っ た 。 紳 1ワ用 の 円

板A ，B を同時 に見 え な

い よ うに カーテ ン で 仕
．
切

っ て 配置 し た u 実 ナ者は

1 つ の 人形 を円板 A の 小

iJの 中人 　置 き，「（円 口

A を 振 さ し て ）お 人形さ

ん か こ こ に 立 っ て い ます 。

〔⊃○ち ゃ ん ほ こ ち ら （円

阪 B ）で 先生が 「弋い た と こ ろ と同 じ と こ ろ に，（も う 1 っ

の ）お 人 形さん を置い て ね 。お人 彬 さん が ど こ に立 ・
っ て

い る の あ ど っ ち を む い て い る の か こ気 をつ け て ね 。．1と

敦示 し，／z。彼肪 児 が人 形 の 位置 や 向 き dr漬．g．．ば，そ れ ら

を」」
’
／rE した。次に 1∫腋 B の 人形 を取 り去 蛎 被験児の 見

て い る 「］［1で 円板 B1 ごけ を 180°

口 賦させ 両 国板が 同 じ か

否 か を ，こずね た 。「同 じ．1 と言 切 」易合，、こ げ茶色の 円

が ど うな・
っ て い ま すか 。」 とたず ね，位置の 違い に気付

），　
・LVた 。

　b） 本 試 行　　課 題 を行 う順仔 の 差異 に よ っ て 各 i
’
・Yiz

と も 9 名ず つ 6 群 1こ分け た 。各群と も最初、こ行 う畉題を

FIG ．1 の よ うに 配置 し た v まず地図上 に ど ん ’S もの があ

る か を問 い ，次 に 祇験児 の 見 て い る前で 地 図 B だ け を回

転した 。地 図 A の い ずれ か の 地点 に 入 形を置き，練 M と

同 じ教示 をし ， もう1 つ の 入形を地図 B 上 に 置 か せ た 。
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入 形 の 位置は ，測定者が 日盛 の な い 棒 を 口盛 の あ る 棒

（目盛 は 色こ喚 り h・ 兇え な い よ う取 り 付 け
．
た ） に あ て て ，

横，縦 の 順 福 ノ亡み取 っ た。記録 者は 人 形の 1｝ IVuと 向き と

を記録 し た 。地 図 A の 地 点 に 人 JIJを記 く順序は ラ ン ダ ム

で ある 。

結 果

　各被験児の 反応 を次の 4 種娘の 定位 に関 して それ ごオし

胸 里し た 。

　 1） 人 形が お よそ の 位置，す な わ ち．・’Sl）1　lfltJ（人 「1 よ

（⊃（
．

の 豪：［に ち る な ど） ま た は 二 次元陶 に定位され 正 しい

象限内に置 か れ た か
ア

い 。

　2） 人 形 の 向き が正 しい か 否 か。［L しい 向さ カ ら± 45
°

5
°
以内を正 答 と し た 。

　 3） 人 形 の 正 確 な 位置，すな わ ちヌ1象 か ら二 次元的 iL

定 位 され た か 否 か。孔 しい ！、
「
澱 か ら半径 4　cm 以 内 を正

答 と し た。

　 4）　 入 形 の 向きと 1E確 な 仁置が と もに 正 し い か 否か 。

正 答 ぽ 2），3）を とも に痢 た した もの と した 。

　正 答 率 　各種 の 疋仁の 発 達 的 な様相 に つ い て，各課題

の 全地点 と も正 答率75％以上 し 産 し た
’
彡年 をみ ，こ 。象限

内 の 1
一
お 3．そ の 仁置」 に 人 形が 盲i：け る の は ， 3年 に な っ

て b らで あ り，「人 形 の 向き」 は 鄭 「に な’て カ ゥ で あ

っ た。し か る に 、．IL 値な衝 了警」 典拝 入形 の 向き ・jl確 な

位置 」の 辻偉は 4 臼 に な っ て も困誰 で あ っ た （F工G ．3 参

」黝 。

　 手 が か りの 効果　
一
拝が か ！」に な り うる 対象 が 増 え る に

っ れ，どの 種類 の 定位が 捉進され る か を多．．tS．的に み る た

め 年齢（の×

二
果題（3）× 地点（5）の 分散分析 を行 っ た 。そ の 結

果 ， 年齢ぺ 果題 ， 地点 の 各主効果 が それぞ オ1，あ っ rC の は，

「象限 」　（F ＝26．34，df・−3／212 ，　 Pく0．01 ；F 亠130．35，

亅「．

「冖冖

ノ づ

〃 ジi・； ／
〃

／ ／　／／
／　 ／ ／／

　　　　　　　　　／
　　 ．L　　、一．．
　 　 　 　 1　 11　［［1　　 エ　 IL

．．
11［

エゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，1　　 　
’J」”］lt’

忠 、サ
ー ．二 1：． lt

貳

0ぴ
「
｝
ヒ

／
／
／
一

．11

FI（｝・3　Percentage　of 　correct 　response 　in　each

　　　 task 　by　 different　types 　 of 　localization

df二2／424，　P＜o．　ol ；F ；9．90，　df＝．4f
’
848，　P＜  ．01）や

「正石侮な イ立置」　（F 罵44．30，　df  31212，　P・くo．　ol ； F 漏

181．87，clf　・＝　2／424 ，　Pく0，01 ；F ；28．30，　 df＝4／848，　 P

＜0．01），「人 形 の 向 き ・
：【ll確 な位 置 」 （F ＝ 37．9］，　 df＝

3f2112
，
　P＜〔O．01 ；F 二124，20

，
　 df＝2！1Z4

，
　P く0．　O！ ；F ＝

117．57， df＝4／848，　 PくO．　01）の 定位で あ っ て ，「人形の

向き」 の 寿一位だ け は ， 地，1、、：の 1 効果が み られ な か っ た

C≧f1　： F ＝24．15
，
　df＝3／212，

　P ＜0，0工　； F訐　上＿　：F ＝−45．88，

df＝2〆424，　 PくO．01）。　町 断、　 X
見果ノ直へ a ｛詮 x 上也点，　課題

× 地点の 昏 父 互 作用がそ れ ぞ れ み られ た の は，
「

象限」

（F＝4，24．，df＝6！424，　 P＜〔｝．011F ．．　2．37，　 df＝ユ2
，

t848 ，

Pくo，05 ； F ＝9，1］．，df置8／1696，　P＜o．01）や 　1
「
工F確な

イユ’置」　（F 　14．21，df− 6f424，　 P＜0．01　F ・＝2．00，　df＝

／2／848，P＜o．05 〜F ＝2．62，　df− 8／1696，　P〈o．　o　l），「Js

形の 向　 ・π確な fIJLli．1 （F ・＝2．97，　 d・f＝6／424 ，
　 PくO．　Ol

；F罪2L30 ，　df＝］．2／848，　Pく0，01　；　F ＝9．82，　df＝8！
1696，P＜ 0・0】）で あ っ た 。「人 形 の 向き」 の 定イ、

’
C’は ，

列巨冷 xFX
，ヒtt　（F ＝3．56

，
　df＝61424，

　 Pく0．01），
　 i果題 x 上也

点 〔F ・＝6．26，df・・8／1696，　 Pく0．01） で メ．1Lf乍用が み ら

k した 。

　次 に ， rが か りの 訪果 を地点くや学年 ご とにみ る 、こ め 課

題 x 地点や
ノ

† 柳 × 課題の 交耳作用 を分 忻しに （TABLE 　l

a ），b）二⊃照 ）。

　 a ） 赤い 家の 手 が か りの 効果

　赤い 家が加 わ る と，地 点 2，3 ，5 は い つれ も家の 績や

後 方 に／
）t ［1

’
す る よ う 1

．r
な る。これ らの 地 点で は ，すべ て

の 種類の 定位に 閉 し て 手 が か りの 効果が有意で あ っ た 。

と りわ け赤 い 家の 個 あ る地 ミ2 で 効呆 が大 きか っ た 。

赤 い 家の 反対側 の 象限に ある 地点 4 で IL，1
．
象 限 」 や 　正

弛 なbltl に 関 し，わ ず か に ！j 心 な効果 が あ っ ，こが，斜

め方向に あ る 地点で 1：／，全 くみ られ な か っ た n

　 f
’
）／1 ご と に 尹が か りの 幼 果 をみ る と，4 勾の 「入 形 の

向 き」 の 亙ゴ艦 劾果が 全 くな か っ た の を除い て ，全学年

と もすべ て 曙 4 質の 八 1 ：に 関 し有，L．な効果があ っ た。定

位の 種頁別に み る と，「象限 」や 1

．
人 形 の 向 き」 の 定位

は， 1hk 最も大き く，

’
ot
’
ZZ ノ

トの 順で あ 〕，　 r正 確 よ

仁扛1．亅の 短 位は，2 乍が Jlt も大き く，次に 1年の jib〔で あ

っ た。「入 ル の 囘 き ・正 翫 な位 i
「
：」 の 定靼で は ， 3 乍が

月迄も大 き く，シ丶に，　2 ，4 ，ユ乍の 順で あ っ て ，　1年で tk

効果 が小 亡か つ た 。

　 b）　 泳 の 家の 手 が か ，の 効果

　責緑 の
”（ri加わ る と ， 地 点 1 が 2 っ の 家の 斜 め に ， 地

点 4 が t ！Kの 家び）横 に位L ナ る よ うに な る fi 地点 1で 切

め て 手 が か りの 効果 力 有息 に ls っ た が，そ れ も 「象限一1
に 関 し て だ け で あ った 。地話 4 で は ， 「入 形 の 向 き ・正
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TA おLE 　l　　Comparisons 　of 　differences　of　means

　　　　　　　　　 as 　to　cue 　cffect

a ）　PG 量nt 　differences　among 　tasks ：ages 　are 　pooled ，

第 3 号
・

c）　Point　differences　 among
・
agcsltasks 　 are 　 pooled ．

　　　　　　　　C しLe 　　　　　　　cffcct

Red 　house　Yellow 　green 　 Red 　hDuse　and

L 〔〕Calizati （，正　 of

1．OC ・

Position

qUadrand

1i7at
「「1ユ

　　　　　　　　　　　　h り use

Df 　 　　 1− I
　　Point

　　　　　ye］IOWT−green
　　　　　 house

l−1［　 　 fl一工

　　　　　　　 in

co ユ
・
rcspondcnt

　　 ／

　　 2

　　 3

　　 5Point

o．．18
／1．58＊寧＊

　6．27＊＊＊

　4．3・L：k＊＊

　4．
一
Q牛‡ ＊

o．Sl
　7．84＊＊寧

　5，51＊i：tk1

．67
　・王．5t〕＊＊＊

／．37
／0．17＊＊＊

4．〔x＞＊謬
層二

2．工7＊

ワ
ー
2＊

4 ユ8＊＊＊

〔｝cso

．644
，1　

’
 

2．2．弓＊

　4，67卓 ＊ ＊

L22 ＊＊＊

ρ 9つ＊＊孝

　」　
．冫＊＊＊

6　　ド＊＊

2、67林

　7．5D＊＊＊

　1．31
’
＊＊

　3，51＊＊＊

7、34＊＊＊

25 ／
1；

／0，7riH：1：き

　4．・，IG＊＊＊

！ユ．、13≧＊4
’

ゴ Ros，料

　　　　　　　　　Grade

Pb．　sitiOt 　 il） 12

黙
esp °n12 −3

quadrant 　　3　〜

Precls

／tiorlepo

’

Point
　 1

Gaze　directiOn

Precise 　position

エ

ワ】
34

一
〇

Point

Gaz ： direction

とmd 　 precis 巳

posit孟on

1亠
　

ワリ
　

3
　

4
　一
∂

4473

諮

qし
31

．
8b

10

ー

ユ

　

一
一

1，110
，570
，・169
．23｝1；＊＊

ウ、70 ＊

PGmt123

」由
尸
D

〔）．62　 　 〔〕．51
7，40＊＊＊　− 0．D2
3．50＊ホ＊　　　0

0b2 　　　 92L ＊

3，19＊
：≧
　　　1．75

1．316
．　］＊＊＊

3　「〕＊＊：ト：

8．B・L＊＊寧

1，93＊ ＊＊

5，35＊＊＊

5．53＊＊＊

3，2／＊＝k

† The 　rlumbers 　in　the 　present 　table 　 are 　t−values ，＊く

　　O　　x 　（、Ol，　＊＊＊＜，DOL

b）Age 　o　fferences　amollg 　ta5ks ：points　are 　pooled．

Grade
ワ凵
3

．「
．
｝

ー

ワ】
3

　　　　　　　　　　　Cue　　　　　　　　　effect

　Rcd 　house　Yellow −
green 　 R　d　house　and

　　　　　　　　　　　　house 　　　　　　》e 正IOw ．．green
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 hりuse

Qf ：　 　 II− l　 　 　 II［一訂　 　 　 IIレーl
　　Grade

1．59＊＊＊

「 ビD才 ・t

：？ 30

2　　　　　 3　　 　　　 1

3，93＊斗：＊　　6．21＊＊＊　　7，1・iS’究一 

3．39＊ ＊串　　3．57＊＊＊　　4．46＊＊＊

1　　　　　　　2，85＊＊　　1．78

：3．59＊＊泡　　5，31卓＊＊　　「　’t「＊＊＊

／ ．）8 　 14
層・＊ 310 ＊＊

・1，17＊ ＊＊
　0，1イ　　　　0．1t

　　　　　　　　 Grade
Gaze 　di’fec −　t・．216 ．50

一
a

3．〕．Z＊＊：k5

、35＊＊＊

o．89

5．17＊＊＊

4、／6＊＊＊

1．s7

　　　　　　　功果 が な く

　1 つ JJIIえ ン、＿メカ果

す る よ うに な・．・ ，

アざFナて年，　そ ク）f也の 士也t，1
’
（3膕｝よ効果 力L

’
な 7W−p ン

著 な の は ，

た こ と で あ る

　　
「
勤 ご と

の 定位 が 1 年

限」 や 「
．
rH 確 な位置」，

位仁 二関す ろ定位で は

び）II匡窺
一
（尹旋冫 t．） た

　　c ） 赤 い 家 とPt、，1．t（の 家 とグ）手 が 力

　　地点 2 ，
−T，が か P の 無 い 条｛トや 1 つ の 兼 q

き くな っ た 。

形 の 向 き ・正 廴 なイ：置」

杠頬 の 定伊 こ関 し

べ る と効果が小 さか っ i

　　学丁 ご と

関 し有 1コ、な 効

百｝二F執位 f鴇．」

莓≧壬「で
「’P
／／　rb］　fJ　L

’
詩

てテ｝ま，　2 年一力

た 。

　　次 に 手がか りの 効呆以外 の 発 庄 的な要因をみ る た め，

年齢 x 地，・，Sの 交互 作用 を分析 し た （TABLE 　l　c ）．
馬
照）。

　　学乍 が 高 くな る に つ れ，すべ て の 種類 の 定位 に 関 し，

各地点 で の 定位が容易 に な った 。特に注 目す べ きは 地点

tiOll　al ユdprecisePOS

『
tiOll

否霧な f’：置 亅

τ1直丿ま食
’
‘置」

ノ慧2 ．　3 ，

石
’
i．，sit｝　1目1−1
ほ ど に は

1．ocalizatiOi

Position 　　in

correspondent

quadrant

Gaze 　directionGrade

1　　　S．43・：ヒ＊

2　　　6．3fi堵　＊

3　　　割．02＊＊＊

4　　　Lt．ユ1＊＊

　　　5．OD＊＊＊1

　　　・1．76：ド・き＊∠

　　　2．71＊34
　　　1）

2．72＊＊

3、？ 1＊＊

1、9」

1．6q

ワ　L6＊
tl二

【
一
50

，．LKD
．24

11，15＊＊き

9．59ホTゴ：こ

5．96＊＊＊

　　 s〔〕
「
：＊

7．fV〔
1
＊ r・；

6．り1亭 字＊

2，26＊

’
） ワ［

、
＊

　　　　　　　　　　　　 Grade
Precise 　positiQn

Gaze 　direCtion
and 　precise

POS 三tion

ワ回
3
、
尅

6．ODヰ＊＊

6，61
『
＊

5．87＊＊＊

4，09＊＊＊

3，58＊ e：＊

5，36＊＊＊

3，D6＊＊

3．32＊＊＊

9，L，お
’・＊

12，〔X｝＊寧＊

　8．9i1＊＊＊

7．4rレ＊：lt

Grade
ー
　
ワ耐
　

3
　

4

　　　　　　　　　＊ IS，73＊＊＊ 19，63緋 ＊ ユ3，38＊＊＊ 16．5D＊ホ＊

2−13　1　 83＊＊＊　2，23＊　　　8．02＊＊＊ 14．27＊＊＊ ／ワ　04＊＊t

「・−48 ．oa＊＊＊ 17．40＊判電串 4．91W ．＊ −0．只9 　 t．、
’
9＊＊＊

の 定广 こ閣 し効果が初 め て有意 に な り， 1正

の 定仁で も効果 が大 き くな っ た。と こ ろが 地

5 で は， 旦緑 の 家が 加 わ る とア 象限」 や 「正

な と位置に 関す る 定仕で も赤い 家 1 つ の と き

　　　　　　　　な っ た 。つ ま り，
−
9が か り を さ ら に

　　　　をみ る と，新 た に 手が か りの 近 くに 仁置

　　　　　こ 地 点で 广置の 定位 に 関 し効果 が あ っ た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀。と りわ け 頭

向 き に 関する 定位 で は ほ とん ど効果がな か っ

　　u

に 下が か りの 効果 をみ る と ， r入形の 向 き」

　　で わ ず か に 有意で あ っ た 。こ れ ｝L 対 し，「象

　　　　　　　　　　「人形の 向き
・正 惟 な位置」 な ど

　　　　　　　　　， 2 年ガ 最 も大き く， 次い で 1年

　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ りの 効果

3 ，4 ，5 で は，すべ て の ＄lrY｛の 定位 に 関 し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Llこ）匕J −lt，　酒力鍔モカこ一∫疊大

　　手 が か りの 斜 め 方向 に あ る 1亡点で も， 「人

　　　　　　　　　　　が イ、．コこで なか 一p た だ け で，他の

　　　　　　て は 有，ご1で の っ た 。しか し他地．，，1に 比

　　　　　　　　　　ご 。

．に み る と，全
1
｝：年 と もすべ て の 定位の 種類 に

　　果 が あ っ た 。「琢限」 や 「人形 の 向 き
．
」，「

．
正

の 定位 は ， 赤 い 家の 手が ！ ）の 効果 と同様な

　） っ た。「人 形 の 向き ・正確な位置 」 の 定位

湿 も大 き く，次に，3 ，4 ，1年 の 順で あ っ

3　91＊＊＊　　　2．29＊

5．35＊＊＊　　　5．73个 ・lt
广
　66＊＊＊　　　2，〔ン1＊
4．07＊＊＊　　　2．29串

　6．2生＊＊＊

22．17＊＊＊

11．71＊‡寧

⊥2．7L＊＊＊
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1で あ る 。この 地 点で は，手 が か りが増 えて もほ とん ど

有意 な効身 丿 なか っ た に もか か わ らず，・手がか り以外 の

発 崖 的 な要 因 を示 す 学年ノ が 「象 限 」や 「正穐 な f 閏 ，

「人形の 向 き ・正 確 な仁 ［1 コ など位罪 に 関す る定位に あ

っ た 。

考 察

　以上 の 言懲吉果 か ら，手が か り とな り うる 対象が 存在す

る と，回市
一
され た易面 で の 手 がか り （冢 ）の 位厂や 向きに

関 す る変化 滑 巴根 しや す い た め，口 拡され た易面 で の 二

次元的な 基 聾系の 再構成が容うに な り人形 の 定位 が宜進

され る だ ろ ）とい う作業仮説は支持 され た。

　 と こ ろ ガ，手 が
ヒ

りの 功果 は そ の 敬 や疋 fv：の 秬類，地

点，学年 に よ っ て 異 な っ て い た。

　まず，手 が か りの 数に っ い て み る と，手 がか り 1 つ ま

た は 2 つ a 条件 の 方が，手がか りの 無 い 乗イiに 比 べ
， す

べ て の 定 f一の 種類 や ζ乍 に 関 し て ，手 ガ か りの 初果 が大

きカ っ た二。 し か る に 手 が か iJ頚〔の 増加 ま一・ti　，こ疋 位 を促

進す るク汽 は な く， 定位 の 種類や地点に よって 異な っ て

い た。手 が か り数 の 増加 に 伴 な い，新た に それ の 横に位

lteす る よ うて な る 地点で は ， 手 が か り1 っ の 条件 で すべ

て の 定位が 容
卩

：な っ た 。ま た 2 つ 目の 手がか りの 出現

を待・t．／て そ れ の 君
’
肯置す 7 地 点で は，2 つ の 条件で 位

置 に 関す る定侘が 溶 夛 に な っ た 。一方，1 がカ り 1 つ の

条件で ， そ れ まで 十 分定位で きて い た 地点て ぱ ，
2 つ の

条件 に なる と，
1 っ の 乗件の と きほ どイ：置や 囘 ざ σ）tL “1

と も｛足i隹さfivな くな っ ，」。

　次 に，手 が か りの 効果を年齢に 関 “て み る と，低 “年

（工，2 て
、 ）で ほ ， お よそ の 位置 （「隶［艮」）」 や 1

．
人 形の

向 き 三 が と もに 促 選iされ，こ の うち 「
．
わ よ そ の f．置」 の

方 が 　入 形の 向き．1の 定位 よ り も促進 され や す く，こ の

俣向は 1年ガ最 も大きか っ ナ：。「正 確な イU
．
」 で は，2

年 で雇 も手 がか i〕の 効果 が大きか っ た。従’．1 て，1 ギ率

ばか Dで な く手 が か り の 効果 か ら a ，　 「誇 よ そ の 位置」

の よ う1こ
一

1入 元的啄 左 準系の 再檎戊 た げ で も：rl 壽し うる

よ うisイ立f　J）ノ↓一イ．カ  　1前きグ）定 ftlよ i丿・1導逢廴亡r［勺｝こ容 ？
「−tt

あ り，か つ 「II
．
三弼3／／な 11’1 」 の よ うな二i欠元 的 な｛t：置の 定

仁 よ りも九 紐 的に 吾 易で あ 7 とい 9．
　，k う。

一．・
方，「人形 の

向き ・正 孤な｛∫ 置．」に 関 して 1氏学年 をみ る と、3　
／
i1 は手

が か り 1 つ の 条件で 最も存、一 こ定位が促進 され ン．一の に対

し ， 2 年は 手が 冫p り2 つ の 条仆で 最 も有意に促 進 され ，

1年で は 他の 矩 位の ！rメfiに 比 べ 1是悲 され ts　iJ 一二丿ゾこc こ の

よ うに 矢 勝者の 孜示 に 従 い ，tFp ；nの 定位 を1ト亅［L」 lit−O ，L／：

す る の は，他の 定位に 比 べ さ ら一遅 ん っ た 。こ の 困鄭 さ

に門 して ，手が か じを 1 つ ずつ 増 し，Lh云詰 面 ノ
　1 ，　2 ，

3
，
4tg こ観 渓 させ る教オ、火験 （1

．
｝塚 ，］977）で も藩 人 験

と1卩1匡に定位が困錐で あ っ た 。 と りわ け 頭著なの は，工，

2 年の ほ ‘必 ．員が対身の 位買や向きの 変化 に気付か ず，

Lqね された ち面で も され な い 揚百 とi司じ位 昌や 向 削 二人．

形 を置き紅け た こ とで あ る 。

　次 に，本 娼究 の 忌義と俄 され た問遜 を考 えて み る 。 空

間定位の 発 達や　閏認知 こお け る諸要 因 を検討 す る 場合，

定位の 種烈 を同題 にす る必要が失験的に 見（H［され た こ と

で あ る 。

　まず，室問定イの 発 毘 宀 つ い て み る と ， 本戈験で は 手

が か りσ）効果 が定位 の 種類 に よ ウ て 異な っ て い ノこ 。と り

わ け 「人形の 向き」に関し，地点の 主功果がなか っ た り，

手 が か リバ蟷 孟 て も定 位が促進 され な くな っ た り した こ

とか ら，入 形 の 向 きの 定 位は，位直 な ど 他の 種頚の 定位

ほ ど地点 の もつ 霊同持性 に規定 され な い こ とが 疔唆され

た 。定位の 種類、＿聞 し ， ．己問定付 こ お け る
ノ

冒爺の ずれ が

指緬 ざれ 〆二従来の 朋 究 をみ る と，Piaget（1956）が 「お よ

その 位置 」 を取 り．1二げ／ 、の ｝一対 し，Towler （1970）は 「正

佑 エ仙 「 だ けを：且．善基阿≒に取 り Lげて い る e 従 っ て ，

従京指摘 》れ た 年齢の ずれ は，使用 され ／L 課題 の 莚嬉 の

他 に も， kLl位 の 釉顎 の 差異に よる と推測 され る 。

　i久 ＿，

ゲ
ニ門 ELpmに お け る身揖く陶逢」重1J要 Etlと視∫コ白勺要「凵

と を 5 ， 6舐児で 険討 した研究をみ る と， 浅川 （1977，．

a，b）が 身佑的止 動要因が と；≦問 「認知 に冶効 で あ る と して

い るの に 対 し ， 松浦 （1975）や高橋 （1977）は身体的運動

要田の 妨．
1

」
：的 な効 黒を指手rlJし親覚的要因の 効果 を見出す

な ど，異 な る 糺論 を們 （い る。と こ ろ で こ の ≠異が生 じ

た理 由 として，反 ll敵去の チ異の 他，定枢 の 種類 の 羞異 に

よ る と壬k測 され る 。 身｛イ
’
的運動要団の 上 要性…を指摘した

研 究は ，対 象 卜］の ll離 の 順序づ け を も と め る な ど対象問

の 位甲がN題 に され て い る の L 対 し，身体的 疋 動要因 の

妨党 的な効果 を指摘 し ∴ 荷究で IL 対 象 の イノ置 と向き の

打 価成 を もとめ る な ど対象の 佃．置 1） ［・1き も問題 に され て

い る 。

　以一ヒの 考 幼 ・ ら，空悔走位の 種類 ヒ よ つ て 定位 が異な

る こ とは ，室嗣謬知の 発注 を明 り か に す る 易合 ， 定仁 の

測度 を考応．1一る必 要 が示 1唆された ば か りで な く，と りわ

け．［
．
己の よ うに対象 の 向きが加 わ る と ， 臨論が異なる こ

と は ， 自己の 身抃 の 向き と対象の 向 き とが，
「
二LL忍知課

迫の 鮖 1 こ必 裏 c，1者1測奮1こ よ っ て い か に 関係 し あ っ て い

る か を醐 ！こ する必
一
1：の あ る こ と をオ ス して い る と い え

よ う。

　 そ こ で 丿 炭 ］1で は ，人 の f：
』
（自己 及 び rLA σ壕 の の

旧 き を明1イ ：、4 、1成させ る フ
゜
ロ グ ラ ム の 中で 「向き ・位 ［ 」

を1］．己時に 碧 七：す る定仁 L 開し，低 r ドを対象に，地 沁 的
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な定广
【
：に必 要 な諸操作 を教示 し，こ の よ うな教授 ＝ 学習

形 式 の 研 究 方 法 ＿よっ て，地 譜的 なfU
’
　ftの 誘 達的 な過 惺

を 明 らか T：す る 。

実　験　H

回 転場面 で の 地 誌的定イ こ 及ぼ す教示 効果 とそ の 持

　 地 誌的定位の 発達 過 程を明 らか に する 研究 ま，手 が か

りの 効果 （失 1夐 ⊥や 中
．
ξ，1977）や 教示 効果 （「y 丿1，1974 ）

を杁討する こ とに よ っ て行 われ て き た。

　勝井（／974）は ， 地誌的定位 を決定す る 　空 ［司己 十系」

の 形成過程を明 v か に する た め，6 〜10歳児 に 2x2 の

方眼 を用 い て，180
”
口転され た 4 分割揚面の 変化 を硯鰻

させ ，
2 つ の 煽面 の 差異を指弛させ た 。しカ し教≠功来

Tよあ ま り見出せ な か っ た。見出せ なか っ た 理 由 こ門し彼

の 手 続 を快討す る と，「座 標系 」 の 用
F

よ 喧視 され て ぽ い

る が，座 標系 の 内容が 明記 され て い ない の で ，「座標系」

と具！i的な
．
刋練内容 との 刈 応が 不 明礁な ま まで ある 。す

な わ ち被験先、二は 基 ご驚点 が 明示 され ず，し か も丞 F方向

で 二 次 元 的 に 位置 を表わ す調練 σ聾 系 〕 ＋ 「効　も同転

に伴 な う基準系の 再構成 の 訓練 も行 われ て い な か っ た。

　そ こ で 本姻 究で は ，且 準系の 定義 こ 基 づ き，風景課題

を課題 分析 す る こ とに よ っ て 課題解決 に 必 要 なA
’
tt
系の

構成を明 らか に し，畝授＝学習形式 の 研 儿 方法を用い て，

地 誌 的定v五の 発迷過札 をPJ」らか にす る こ と に す る 。

　風景課 題 は，三 っ r【．澗 題 と同様 に，子 ど もが 人 の 体 を

基準枠 〔reference 　frame ）すなわ ち力向判断 の もの さし

に 使 っ て ， メJ象間の 関係 を二 次元的 ビニ表 わ す基準系 に開

す る 課題 で ある 。こ の 課 題解決 に は ，まず，園虚 した地

図上に 置 か れ た 入形 の 位置 を把握す る 際 ， 任，u 、，こ二 次儿

的 な基準系 を搆成す る必要があ る 。 次に，凵＋筑 に 伴な っ

て，回転され た地図上 の 対象の 位置や 向 きの ．交化 に気 づ

き，回転 され た地 図 と され な 副 也図 と の 2 っ の 基準系聞

にお ける基準方向閤の 聞係の 変化 を把握 し，人 形 が置か

れ た回転 され な い 地 図上で の 基準系 を口転 され た慰 璽ヒ

で 再構 成 し人 形 を置 く必 要が あ る 。従 っ て ，教nt−＝ 学習

方式 の 研究方 法 を用 い る蛎合，二 6元的な基準系 の 枯成

に 関す る 訓練 と，蛎面 の r
’
1ig．に 伴な う位置や向きに 関す

る対象間の 関 係の 変化 （2 つ の 丿瞭 系 の 墓 掛 力阿 間 の 門

係 の ．イL ） を把握 し基準系 tt舟 ee成す る 訓 練 と が 必 要で

あろ うと考え られ る D

　まず ， 二 次元 的 な基凖系 の 搆成に 関す る fi．川fk 」 つ い て

み る と，勝井 （1974 ）か ら示唆 され る よ うに，子 ど も ＿某

準点 と墓準方向と を明示 し，彼 らに対象間の 関係 を二 次

元的 に表わ させ る訓練が必 要 で あ ろ う と考 え られ る。

　 次 に，蛎面 の ［ 医に件な う関係の 変化 を把握 し墓準系

を 蒔構成す る 訓練に つ い て み る 。丁が か ）1 を 1 っ ず っ 増

して い く教示事態 で 風景場面 の 回転 を小学 1， 2 年 に 観

察だ け させ て も，彼らは刻象間の 関係 の 変化 に 気づ か ず ，

回転 され iこナ｝面 で も， され な V 場 間 と1司 じ位 摺 や向き に

人 形 を直 く反 応が ほ ぼ全員 に 曳り計 け，「人 形 の 向 き ・

止 確 なイr置 」 に関す る 手が か りの 効果 が見出せ なか っ た

（d
「’
，1977）。また 回転場面 を観察 させ ，そ の 変 化 を言

語 化 させ た だ けで は 教示 効果 が見出せ な か っ た （FJ 井，

1974）。 それ ゆ え L仲 与 面 を た だ受動的に観然す る の で

は なく， 子 ど も自身が具体的 に空岡侈動 して 易面 を観察

し，再 び も とに 戻 り，し か る の ち対象問の 閨係の 変化 を

把握 し基準系を再構成する 必要 が ある と考えられ る 。

　 と こ ろ で 刻象間の 関係の 変化の 把握 の 私 支 に つ い て，

三 っ 山 問題事態で ，子 どもが対象 （山 ）の ま わ P を具作的

に 杢 間 移動 し対象の 観 豪 を行 うこ と に よ っ て，あ る 程度

促 ∫隹され る （r悸井 ，
1971 ；木 ド，1971 ；石 1．ト」，1974）こ と

が見昌 され て い る。また同 じ 三 っ 山問題事態 で 移動す る

人 形か らの 対 鼠の 位置 鬨係 を予 測 させ た と こ ろ，7 ，8

歳児は 人 形の ih所 の 移動 し か言語化 で き ない が，正 答 イ…

の 高い 9， 10歳児で は位 ltlrx 係の 変化 も言語化で きる こ

と が見出 され て い る 幡 井，1971）。従 っ て 対 象間の 開係

の 変化 の 把握 は，単 に 受動的 な対象の 観察や 具体的な空

門移動 に よ る観察 だ けで 行える よ うに な る の で は なく，

開係の 友化に 関す る 言語的 な 把折 乙伴 な うと，初め て 十

分行 え る よ うに な る と示 唆 され る 。

　本研究の 目的は，i｛L謔的な定位の 発達過 程 に お い て，

任 te こ二 次元 的 な基準系の 構成が行わ れ 竏 後，下 記 の 作

兎 仮説に 示 し，L対象問の 関係の 変化 の 記握 に 関す る どの

認知 レベ IT■　．kで，関係 の 変化の 把屋が 形成 され任意 に某

準系が 再構成され に な らば ， 瓧応的な定 f：が 儿 進され る

か を検討す る 。

　具什的に は 次の 作業仮説 を検討する。

　1， 二 次元的な基準系の 溝成がで きる だ け では，「入形

の 向き
・
位置」 の 定位は十分促進 されない で あろ う。

　2．　 二 次冗的 な基準系の 構成だ け で な く，具体的 な空

間私動 に よ っ て ，
2 っ の 窪準系に お ける 基準方向間 の 関

係の 亥化 を把握 し，もと の 二 次元 的 な 基準系を再 構成す

れ ば，よ り定 位 が促 進 され る だ ろ う。

　3， 二 次元的な基準系の 構威 だ け で な く， また 具体的

な 空間移動 に よ っ て 関係の 変化の 把握を行 うだ け で な く，

さ らに 言語 的に関係の 変化 を把握し 二 次元 的な 基準系の

再構成 をすれ ば，最 も定位が 促進 され る だ ろ う。

方 法
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　 全 体 の 実 験 計 画 　「 っ 山 間退 讃態で 位膚関係 の 変換が

1
で き ない 被倹児を抽出 し，彼 らに二 欠元的 な県 準系 を任

意 に 構成さ ±る訓練後，人形の 捗功に 伴 な う位 1
π
や向 き

に 関す る対 象田の 関係 の 変化 （2 っ の 八 IT系 に 斜 厂 訓

準 方 向 同 乃 関 係 σ）変 化） を把握 し基準系を再構成 させ る

訓練 を行 っ た 。「［1練 は，1 つ にメ｝象の 数 が少 な い た め被

駿児が 対 象同の 関係の 変化 を把握 し ヤ す い こ と か ら， も

う 1 っ に 両課題 と も人 の 体 を 基準すな わ ち方 1卩1判断の も

の さ しに使 っ て 河象間の 関係 を前，後，右，力三な どで 表

わす点が 共通 し て い る こ と か ら ， 三 つ rLi問越寸 ・態 で 行わ

れ た 。 訓隷燦 ， 鳳景課題 を川い て転移テ ス トと追跡 テ ス

トを実施 し，実験教育 の 効朱 とそ の 持竒を検討 した。

　被験児　小 学 ／，2 年 282 名を対象 こ三 っ 1「［問退 と 7

2 個 の 対象 を配置 した類 似課 題 と を刑 い て ，人 形 か らの

対象 の 例 F 閏倖 の み を予測 させ 〜u そ の 縮果，い ずれ の

課 題 に お い て も 」丶形 を ど こ に 移動 させ て も，自己の 視点

か らの み え
’
1 と らわ れ自かが見 た とお り に しか 対象 ピ虻

置で きな い もの ，い わ ゆ る L「己中心 的 な反 応段陪の もの

が 102名 い た 。さ ら1一左 右 の 哩 解 の ｛呈度 1こ よ一t て 最終的

に被験児 と して 60名 （6 ；9〜8 ： 6）を抽出 し f”a すなわ

ち 彼 らは 目 三の 身体 の 左 右 を完全 に 理解 で き，．．一
部の も

の は対 面 入
．
彰の ん 右 も埋 臨 で きた （「 つ 山 間 L の lTflK

’
／

手 1 ．k　r｝塚 （1979＞を
．
モ照 の 二 と ）。

　使 用 材料　a ）積木 nb ）カード ： て ま え，うしろ ， み ぎ，

ひ だ りと蓬、
i ・た もの 。c ）台紙 ； 6x6 の 方眼 を 、｝｝cい た も

．の
。
d）人形 ，　 e ）白紙 の カバ ー。　 f）6 枚 の ル ール カード ：

廴枚ずつ 各 也点に 対応 して
．
殳換 ル ール カミ書 かれ て い κ 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま ，う しt5 　 　 し

「む 〃 い 測 へ い くと，前後 ・伎 目［1に な る」 な ど 。 g）2 枚
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ　 　 し’　　 ら　w ．　ラ
a）．・レ

ー
・ 炉 ド ： 「t　 7・’い 側 一 い くL ・n・畷

←
紬 ，左

　 　 　 　 ソ　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 ひ t．　　 　 　
右＃ 右左 に な る」 「よ こ へ い くど前仮   左右，ム   荊
う

後 に な る 」

　実験条件　E1 群　
．一一二 次元的な 基准系 を構成後，具

体的 な空 門侈動 と二
一
τ
化 とに よ っ て 県準方向問の 閧係 の

変 化 の 把 握 を行い ，も との 県確系 を再構成 し ）t 。 後述す

る ス テ ッ プ ／〜5 を 5 「｛間行った 。

　E2 群　　
．
二 次元的 な基準系 を構成後，具体的な彡；門

移動 に よ っ て 関係の 変化 の 把折 を行 い ， もと の 基準系 を

再構成 し た ，ス テ ッ プ 1， 2 を 2H 問行 っ た 。

　C 群
．．一

統制 の た め，二 次元的な 共準系の 柚成 を行 っ

た だ け で 再 構 成 は 行 わ な カ ⊃ た。ス テ ッ プ ／ を 1Fl 行 っ

た 。

　実験教 育 プ ロ グ ラ ム　各 ス テ ッ プ の 目標 と手続 は 次の

通 りで あ る ．，

　ス テ ッ プ ユ　自己 や他者 （人形 ）， そ の 他 の 対象 （旗 木）

を基準点に し て 任意に 二 次元 的 な 共準系 の 構成 が で きる

よ うに す る た め，方眼上 ｝ 不声木2 （3 ＞個を酉己置 し た 。入

形が被験
旧 と 同 じ地点 ま た は他 の 地，、工に い る時 ， 人 形 を

基準点 に し そ れ 酥 木の 仁L【爵開係が 二 次元的 1こ基準方 阿

で 表わ せ る よ うに ， カ
ードを秋木の ⊥．に 置か せ た。

　 ス テ ッ プ 2　 共体的な ： 閏移動 に よ・
っ て p 自己か らの

基 F・系 と人 」し乃 らの 共準系 と を関係 つ け，h 準方liilF，Sの

関係0 ）変化 を扎握 し，人形か ら の 其準系 を H 己 の 地 点 で

再 構成」
一
る。手 lk ，妬 め 積木をカ バ ー

で お お い ，ス テ

ッ プ 1 と同 じ手 続 で 積木の 上 に カードを置かせ ，次 に そ

れ を見 なが ら 入形 fv　 b の 位 ll関係の み えを もう
一
組 の 耘

木で Vl梼二成させ た 。吟 ｝南成で き な い 場合，被験児が 人形

の 地点 へ 室間移動 し 対象 の ll［lr豈を観虚 後，も との 地点 に

仄 り，喜構成させ に 。

　 ス テ ヅ プ 3　 自己 か ら と人 ）P．　；b ら との 基亭系 を R で闇

係 づ け，且 准方向liJの 関併 の 羮化 を夛 語 化 し，人 形 か ら

の 堪準系を 白己 の 地 点で 再構成す る。手続は，妬 め ス テ

ノ ブ ］ と同 じ よ うに カ
・− ieを積木 の 、1二に並 べ させ ，人形

の 移動に伴な う対壌問の 閏係の 変化 ｝＿注 日し，そ こ か ら

変換 ル ー
ル を発見 し言語化 させ た 後 ， 人形 か らの 1

’．
置関

係 の みえ を もう
一．一

罷の 萩木 で 再紡成させ た。変換 ル
ー

ル

が 発見 で きな い 易合 に 限　 て，人 形の 地点 に 対応す る ル

ー
ル カ

ー
ドの み 趣 読 させ た 。

　 ス テ ッ ノ
「4 　 ス テ ッ プ 3 で 言 渚 化 し／一蔓換ル ール を思。

い 出 し， 黙 っ て 人 形 か らの 往置関係の み え を予 測で き る

ようにす る 。 最後，全負 ，こ 2 枚 の ル ール カードを黙証さ

せ た 。

　 ス テ ッ プ 5　 自己 と人形 と の 基準系を目 で 関係 っ け，

肖動的 に人バ カ らの 基　ffL系 を 自己の 地ノ、、ミで 再描 「戈で きる

よ うに す る。黙 っ て 人形 か らの 倒
「
閏係の み え をもう

…

組の 秋木で ILJ　・i“1成 させ た 。

　転移テ ス ト　a）　風景課題 　地 図 A ，B （79 × 110cm ）

を衝 kで 仕リJっ て 同晦 に見え ない よ う tこ机上 に 配置 し た

（FIG．4 ．t　11　／／）。風 景を説 明後，入 形 を地 区l　A の 地，1、：（ 

で 矢印σ）方向 に 向け た 。被遺児 に もう 1 つ の 人形 を丁渡

し，地 図 BIt に地図A と同 じ よ うに 置くよ ）教示 し た 。

叛 万≒は， 「同 じ よ うに 」 と 言 うだ け で ，実験 1 の よ うに

「琶レ土とbT，」き」 に 庄目させ る よ うな 教示 は 行 わ な か っ

た 。人 形 の 移動は ［ 〜  の 順 1こイ」い ，地図 B の 嗣転は 正

面 が A ，C ，　 B に な る よ う行 っ た の で，補
・12 問で あ っ

1
）一〇

　b） 舮呆の 弊理 　次の 二 点 を｝両 た し た もの を正 答 と し

た 。
1）入形 の 位置　　尖験 1 の 「正 確 なイv ：置 」 と は 異な

り，FIG ．4 に 示す よ うに 正 し い 領取内に費置す る もの 。

2）人形の 向き
一
　 正 し い 向きか レ ± 45°以内 の もの 。

　追跡 テ ス ト　転移 テ ス ト柔り 2週 間後，実験教育の 効
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し
レ 、 　 SCIeen 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mav 　B

　 　 　 　 　 sb．　 E

　　　　　　　　　　　　 FIG．4　　Landscape 　task

Schematic 　draw 王ng 　of　unroated 　landscape．

　 1、N4 ： Pairs　of 　points　 of 　do1茎，
1〜M ： quadrant 　formed 　by 　the 　intersection 　 of 　 a 　 road 　 and 　 a 　 strealn ，

　　 Z，　；gaze　 direction　 of 　 a　d ⊂）II，
　　 T ； tree，　 　 　 　 　 S ： strealn ，
　 BH ： blue　 h（＞use ，　　　　 RH ： red 　house ，
　 　 H ： hiU，　 　 　 　 　 W ： way ．
Subject 置s　liniitted　to　 nlove 　 at 　his　 own 　 side ．

　　 ］vlat
・
gin　of 　 err ‘｝r　 accepted 　in　evaluating 　the 　responses 　fQr　 each 　of 　the　pos玉tions

　　 wh ｛ch 　 rrlust 　be　Iocated　in　the　landscape　task ．

果の 持続をみ るた め，風 景諜題 （地 区 B の 回 転 が D ， C ，

A ま た 1よD ，A ，　 C の 領）を順次行 っ た u

結 果

TABLE 　2　　N工eans 　 and 　 standard 　deviations　of

　 　 　 　 　 cQrrect τesponse 　in　transfer−test

　　　　　 and 　follow−up −test　in　landscape　task

　TA 唇 LE 　2 に 平均正餮数 を示 し た 。正 答数 に つ い て ，

群ω x 反復  の 2 要閃分散分 析 を行 っ た と こ ろ，群と反

復 の 主 効果 が そ れ ぞ れ イ∫意で あ っ た （F ＝27．38，df＝2i
’

57，PくO．　Ol ；FL＝5，55，　df；1！57，　 P＜e．05）。

　転移 テ ス ト　E ユ群 は E2 群 よ り正 答数 が 有意 に 多 冫うめ

た （t＝2．　74，dfr57 ，　 P＜0．Ol）。　 Ez 群 は C 群よ り有意

に 多か っ た （tr3 ．49，　 df＝57．　 Pく 0．　O／）。

　追跡 テ ス ト　E1群 は E2 群 よ i，王「答数が有意 に 多か ・
，

た （t− 3，　79，df一57，　 Pく0．　OOI）。　 E2 群 は C 群 よ り多 い

傾向が み られ た （t＝L71 ，　df＝57，　P ＜0．1＞。

　群ご とに 転移 テ ス トと追 跡 テ ス トを比 べ る と，E ， 群

と C 群で そ れ ぞれ 追跡テ ス トが転移 テ ス トよ り正 答数が

多い 傾向が み られ た 〔t；　／．72，df・．38，　P＜O．1 ；t− 1．78，
df ：．，38，　P く0．1）o

考 察

　本研究の 結果に 碁づ き，認知的な形成 レ ベ ル の 楕異 に

よ っ て ， どの よ うに 人形 の 地 誌的定位が 異 な る の か を分

析す る た め，次 に 訓練効果 とそ の 持続 をみ る 。

　E ／　er．と C 群を比 べ る と，二 次元 的 な基 準 系 の 隲 1友だ

け で は 定位 が あ ま り促進 され な い が，二 次元的な 基準系

の 構成後，関係 の 変化 を共体的な 空間移郵 こ よ っ て把握

し二 次元的な 基準系 の 再構成 を行うと，比 較的促進 され

て い た 。

　　　　　　　．Transfer−tes！．　　 Folbw唄 1≧重est

　　Group 　　 Mean 　　 SD 　　 Mean 　　 SD

　 　 　EI　　　　 10．0　　　 2．6　　　 11．1　　　 1．O

　 　 　E2　　　　 8．0　　　 2．2　　　 8．1　　　 3．2

　 　 　C 　　　　　5．5 　　　 1．9　　　 6．8　　　 2．5

　 E ］ 群 と E 　L・　reを比べ る と， 具体的な空間移動 の あ と

関係の 変化 を言語的 に把握 し，二 次元的な蓁準系の 再構

成 を行 う と，な お
一．一

層定位 は 促進され て い た 。

　従 っ て ， 二 次元的 な基準系の 構成だ けで は，地誌的定

1∫・：が不 十 分 で あ るが，これ に 加え具体的 な 空間移鯉」に よ

っ て ， 基準方向問 の 関係 の 変化 を把握す る な らば，よ り

促進 され る とい う仮説 1 ，2 は支持され た 。また，具体

的 な空 間 移 動 に加 え，こ れ ら関係 の 変化 を言語的 に 把握

す る な ら ば，一
層，地 誌的定位は 促進 され る とい う，仮

言兎3 も支｛寺され た 。

全体の 討論

　実験 1「の 結果 か ら， 地誌的定位 は，自己 及び 自己以 外

の 対象 を基準点 に し任意に 二 次元的 な某準系の 構成 をす

る だ け で は不十分 で ある が ， 二 次 元的 な基準系 を構成後，

人形 の 移動 に 伴 な う位置や向 き に閧す る 紺象間の 関係 の

変化 を把握 し基 準系 を再構成す る こ とが必要 で あ り， 地

誌的定位 の 正 確 さに 関 し 低学年 で は，対象間の 関係 の 変
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t　V．． 　犯 ［
〕地 と1〕「 1 に L〆1影 る 発 亅il／JTJ「え 210

1ヒの 把捍 か と の よ ア認 如 レ ヘ ル で 彳」われ る tb 左 雛 ナ

る 必 要の あ 和 こ とか 明 らか に され た二。

　次 に，ホ 刷 究 の 5我 をあ け，戡 きれ たll駅ヨ髪 考えて み

る 。

　第 1の Lf義は，従 米の ｛rj　vti（Pldge†，　lnholcl〔L，　 1956
Towler ， 1970 ，　L“uren 〔leau，　 Pln〜 rd，ユ970） ぐ イif［ITM

評の 認 知課題 の 解汰 o れ な い 呪 象か ・
〉問 の 橘己化 ≠な く ）

ち座 碍系か て きて の ノL い 7一め こあ る とい う k うlD Ψ ド

系」 ｝踊 1呆 ’）rbr　ri的な解択の L め の 用 1↑召と し L 佳わ tL て

さた の にxJ し，本 研 先 C’ij，位直閏係 をフくね 〕 二 と t／　LivEL
／

明す る t め の 用 1、r，と し て，「挫 L、「系 （J、L・t系）IC ・ 使IHし
た こ とて あ 6 。 具体的に J，　「Lg｛i 系 を酷「黄づる

1
こ と

の 内谷 を 了 と もか大 際 に 彳D てい る 　連の 彳1湾に お きか

L る と の う濯 てか ら ， 基唯糸 の 定義を碍入 し，く の 携成

輿 素（丿LltL 一丿tlV 〃 の を 了 と も t 刈 象 との 1封係て と ら

える 一．一．一ヒ ］ 丿て ， 大厭 1の 手 か か 0 プ）幼 果の 匕射 （み

た よ うに　Lv 　
lこ地六の 差異 1一よ ！di 几 ｛）t の 」」 徹 さ の メ

」
異

（Ldurcndea 　u，　Plndid，1970 、1・・　，［，エ970）？
d
−
　Ti「8すう に

と とヰ ら す，一丁か か りか地 詑酌疋 届の U杜
1

を便進す ろ ，

すなわ ら 夙 試鰯直【の 回転 に でrな ）位tt？“
1
・
向 さ こ

1
幻す る 閉

係の 変化翰 巴才
ト
。 し 二 次元的な 从4「系 を碧 紲｝成す るの ＿有

効 て あ る こ と を見出 し た。失 疑 1［て ぽ，二 疾 兀 物な 基草

系の 構成を教示 レた後，対象問の 関係の 杷掲1」開つる 認

知 レ ヘ ル に そ って
一

広元 的な 共隼系の 掏 溝威 を　
／

）山問

題 耋態 て 教示 し な 。 その 紺果 　従宋 とは 異な 丿，圸 ，ど的

走位に 該し （有効 な瓢果 か 得 らg
’
L7L 。 風

FL
県退 エ 10戚 頃

可能て あ る 〔　i｝　・c　・t・85 ％⊥丿上，II病 「，197D と い わ］L て き

た が，本研コ｝Cは す て に 7　 8 歳 （」t
」；．　riT 」ねth　i亅 ノ ノ ’〉

て も，90％LJ⊥ か 「人 形の 回 さ　fyjit1に 闕 し，」！f」J　tt

る 廴 うに な 　ア」。

　第 2の ゴ義
1
の 鉦氷 ， 地 riじ吻疋仁＃ 扱 丿 厂 風賦疎題 と，

他者 怯 吻 ・ 病 の 対象 の み L の 予修
111を扱 議 三 つ 川 i，JV！

とは，と も1 復推 な・
｝閼認知課題 と み な さ肌 ，澱逆 の 解

決 に14弔 系の 発蕊か 之 安 し む 砥 か り も一 跏 止 ）け られ

ろ こ とな く扱わ れ C きた か，本 σ「究 で は こ 9t ら 2 つ の 課

題 を関連 つ け 犬 通 六 とメ ！l［り「「丞 た験的 に 見出 し
・

こ と て

あ 観 先 に 中壕 （1979）か ， 二 丿1」「周題 ぽ ，人 の 体 を1，畔
枠 ど し た 二 次 元 r白な墨 4t系 の 構成 と，　 fE　Le の 吻 助 LA な

う基 準方 回 聞の 関 係 の 変化 と割 犀し た 丿 え ○ よ舉糸 を 占

鴫 fJkす る こ し との 2 つ か ゼ
1
殳な 全 聞の 構成課 題 （あ る こ

と を見出 し t
｝

　 凪景 1課題 〔 も，こ a しら 2 つ か丿「通 して 形

要 〔あ る こ と L■ P）」らか fこ した こ とて あ る 。　 方，丿ご壌 1
で，拉置の 人、仙 こ 関 レ ，」IL　”

t1 （の 丁か か ・、の 幼 果力 為

く， f二か か りLJ外 の 発辻 的典 ｝刈 と小 づ T
” i’、か あ 2 凡 の

に 刈 回
一

）山 周匙 唄 L ／ 「广←が み られ ち、丿り 1二こ d ・

リ （・1・∫，　1979），丿虱1“　，，Jll是遍 よヌ∫象間の 「對1系上ソタト
厂
も Il測

iこ よ ⇔ Pt亅象V「la）1「1il∫lra）疋 イで’ん　浸口題ドニさオし（S5　〕，　ニ
ー一

）rrf
flJ題 と は ！

「

ゐ る
「
・，s 閭謡知訳 題 r、あ る こ とか小 1蛇 k2WtD

　以 1の 2 つ の 」 義 か つ ，今後，似 紐 （　見气 崩税 に み

身 る ／ ≧問 「認知 課題 凄分 ｛h し た り，へ 問 1召夘 の 迂
1
，｛［ を 明 り

か に した 91 る 易合 ， 不 り」たの よ ）1−．， 遮 ゴ｛照の 構戊 を

実 瞬ミに 了 と ／か 行一
） て の る

一
』 の 彳」ノみこ お さ ハ 4 て 課題

分析 し ， い く
v
） ，J！i の 基 に系 の 枯成か b な 佃 全 門明併 の 認

知を桧討 アる こ とが 童 要 てあ ろ Cv ・xS ノ ．

　最後に ，こ“L　b の ，∫峩 を膿 まえ残 され 辷門A．｛｝ y ぐ，

）cl象間の 関翫 の 変化の 把 抗に ［9］する 認 知 1掃 Mか 及 慢 す へ

詢定牝の 差抽 を取 丿 ［け （み る 。

　最L［1，　」」♪丿［（1978）カ」ノ∫丶
J
＿2df ／！

『
　（8 ，　9　k）　／＿J己、？广

v．I」ヒ

｛
」・に及 lj−」教示幼果 を栓 ，ぽし，犬験 11と一

攻ナ る 凝果 を

馬 て い る 。−／ri の 匠異 をみ る とp 位直 やllTlき｝＿閉す る ±1
象門 の 閉係の 変化 を把握 蛍 屯 る とい う∴て共通 L てい る

か ，托手
11

の 認夘様 lk か 異声L つ 芙 い た D 人験 ilて t，場

」」・「を回   卍 1，目 匚二か fVlの 地 へへ只伽 1勹1こ 名燗 移動し ，
t
」

ひ 白己 の 地
1
・ へ 仄 1〕閲係 しり笈化 上把握 し rc の ド 刈 し，目

コ に 移工加上丿易 旧肛 旧 ll
云 よせ 回転皮ひ 日弘5 」 tl　 t ・1 つ

の 喝 山 の 関係の 変化 を把 佑 させ て い る 。慨一て，7 ，8

歳児 か 2 つ の 基 県 系 乙あ ゆ ろ 鼓 軍方同 岡の 開係の 変 ，L：｝
扣提 づ 21・e’［，凵 「」か

！
弔冒侈動 し て も場 川 を回 4i！、・ぜ 匸も

茗展 の 2 一ξあれ ， め る 和灰北 1志白凪 粒力・促進され る 二

とか 小 版 k 副 る 。．1の こ とぱ，）ct象間の 1男係の 変化の 把

抜 に閉 つ る 「恩知依 式 の
／L異か 疋 倉の iL硫 さ を訳冗して い

る こ と を否 ぺ づる もの で は な く， Z，8 茲 オすて に 圓 「広

され ない 揚 川 ぐの 刈 象配 ♂ ヴン ，・間移動 を 自Liか 移物し な

くと も錫 丿 LI ウL あ ／珂、
「

蔑 f】ll】け る て あ ろ う か ら，凵 転協晦
て の 丿L．　・窒系 の 円枯成か 谷 勇 L な P　IL　f1Lか 1始童され る こ と

を小 1竣 し f ・・る とい ／ よ う。一
万，5 ，6 威 児か 自由に

丿珂コ （Jl　“．1’

， ．・凶 」移 elJJ
」 プる条 1’l　 C・，木失験の よ ）　vJ　xI

象 の 位 置や 向 きの 元位に 閏す る ’
ノf究 （iNlh，1975　1　J 画，

1977）か 仏［
丿占酌sr4屋lk り も身イ

“
1丶的 亥区tか 妨害 舶ん 功果 を

示 づ Lit 　・L 見 1卜11し’C　 v ・ る の ド メiL，
一

つ 山1、脆 、↓，態て EI
LI の 身伶 を へ 問 移動 ktL ，入形 と 目 己 の 身fトとの 向 さ を

げJl制 「VJに一
致 さ 嵐 刈 象悶 の 関係 也 壬巴握させ る条件て はk

5 ， 6 戚 て も（ノ rF
［i　ig7i），7，8敢 て もU1吻 ，1979）

砺 る群 圧 牙 ll・赴 動岡 領 瞬か・有効 で あ る こ とが 見出＿れ ぐ

い ・5D 以 Lの こ こ か ら， 教／J・i一よっc茄妊峨凵学＿「「己 の 身

体 とx ）象 L の 回 き を
’

ipiiL 化 逼 刈象 間釧妻亅係の 裂イ1！創 巴

継 こせ る よ ）な 手態 c’vJ 身俸虚動的攻 囚か 白幼 ぐあ る か，
α ビ 赦 刎 柚 躍 5 ，6 戚 児 か H 発 臨 こ彳」

1、・ L1 よ
い の C，

自由／r歩 彳」呉億 綜 ・カ・れ （も，牙 体赴 動典 1人rか有 幼
一
（な

か っ ノ＿こ と力丶打frメII婆 才しろ 。

　今後，刈象間の t31係 の ｛Li”1に 関 ナる i1壱分1砥式 の 差其か

との eH っ tこ 価 肖や両 きの 定1」广k 差気を 及ほ すの 固 二閉 し

て ，
1丿刈象配 置の ／、間移励 と 頭に 慟 く程及 ，2）劉 昌移 動

』 イ1な り 「1己 ヒ対冬・
ピ の

， あ る い 謀 メ∫象 間∂ 図係 の 変化
遠耙 ・崖す る 1屡、「展 な と，♪ 聞 民 象の 営』冂ヒか 1漏 fされ る 」夕奥

か あ る た ろ ワ 。
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ABSTRACT

THE  DEVELOPMENTAL  STUDY  OF

IN

'VOPOGRAPHICAL
 LOCALIZATION

CHILDREN

                                      IYfivuki                                         J

  This  study  uimed  at  investlgating the develepmcn-
tal studv.  of  topogtaphical  lecaHzation  in school  chi-

ldren.

  The purpose of  Experiment  I was  to examine  the
a'ffcct  of  perceptual  and  spatial  cues  on  topugra-

phical lecalization in landscape task. For  thi's pur-

pose,  three task were  varied  as  to the desrree of

cues,  Each  task  required  216 subjects  (lst, 2nd, Prd,

4th, grades) to observe  beth positlon and  gaze di-
rection  o[  one  doll on  unrotatecl  landscape, and

then  to place the other  cioll on  rotated  landscape in
the  same  position  as  the  doll on  unrotated  landscape,
iacing the  same  direction.

  The results  were:  (1) tl'ie cues  had effect  on  the

acceleration  of  locali'zation, (2) the  degrce of  accele-

ration  was  di'fferent in the  degrees of  cues,  age

grades, the  points of  landscape and  the  kjnd  oi

localization-･/(i.L) position  in the  correspendent  qua'd-
rant  formed  bv  the  intersection of  a  road  and  a  stre-

am  (b) .vaze
 jirection e'E a  clell t,c) precise position

(d) simu!taneous  consideration  on  gnze direetion and

preclse po$IUon.
  These  results  suggested  / that by using  remarkable

objects  as  cues,  one  reference  system  of  one's  own

body  as  a  reference  point to de.fine the  position of

objects  was  easily  constructed,  and  the  change  of

reierence  di'rections between  rotated  and  unrotated

landscape was  easily  grasped, and  the reference  sys-

tem  of  one's  body on  unro"Lated  landscape was  re-

constructed  on  rotatecl  landscape.

  The  purpose  of  Experiment  II was  to investlgate
the  dif'ference of  transformation  of  relation  ef  topo-

graphical positlon  and  gaze direction  in the  lands-
cape  task  among  cognitive  formation levels of  grasp-

byNakatsuka

ing the change  of  relati'on  of  objects.

  The  Ss, who  could  not  transform  the  relation  of'

posl,tions, were  60 school  chi'ldren(6:9--8/7).  The  Ss.
were  divjded i･nto three  groups, and  trained in accor-
dance  with  the  method  of  experimental  education.

  Group  C:trained  for one  day. The  Ss defined the-
           position  of  objects  by t'ront-back, ri.crht.

           
-left

 re!ation  to one's  own  bedy  and

           other  person's body  at  any  points.

  GroupEL,:trained  for two  days. After the same

           traini'ng as  group  C, the Ss could  trans-
           form  the relation  of  positions  by  cone-

           rete  acts,  in relation  to one's  own  body
           as  measure.

  GroLipEi, trained  for five days. After the sume

           training  as  Group  EL,, the Ss could  clis-
           cover  the  transformational  rule,  and

           used  it to tr,an$Eer the  relation  of  pesi-
           tions.

  The  results  were  ; group  Eivvas better than group
EL,, group E2 was  better than  group  C in Iandscape
task.

  Conclusion, (1) it becamc clear  that impertant
variabte  wus  as  follows: to grasp the  change  of  re-

ference directi･ons by  concrete  acts,  and  to'recenst-
ruct  the  reference  system  ef  one'$  body  as  a  refer-

ence  point  to define the  position  of  objects.  But
these  contrete  aets  had  1'l,ttle effect  on  the' accelera-

tion vf  acquisltion  oi  transformation of  tepographical
position  and  gaze  direetion. (2) After the cuncrete

acts,  us/,ng  the  transformational  rule  had  much  ef{ect

not  only  on  the  aeceleration  o'f acqugsition  oi  trans-

formation of  relation  of topegraphical position and

gaze direction but a]so  on  its retention.
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